
　本年は、２０周年という節目を迎える年でございます。

２０年前に親クラブであります三島西ロータリークラブ

から分かれ、三島南ロータリークラブとしてチャーター

メンバーの皆様には大変なご苦労をされたと聞いており

ます。そこから歴史が始まり、特に青少年の問題に取り

組んだ結果が職場体験学習というかたちで全国に広がり、

我がクラブの誇れるひとつの伝統的な事業となりました。

昨年度事業として今年３月から始めた鎌倉古道・箱根の

里へ子供たちと一緒にもみじの植林事業を継続、また、

秋にどんぐり・椎の実、栗等を拾い、その身を各自持っ

て帰り苗木にし、自分の名札をつけて森に戻すことによ

って環境問題に関心を持っていただきたいと思います。

これから環境問題は避けて通ることができません。日常

我々ができるマイバッグとマイ箸の使用を徹底し、特に

恒例の会員誕生日プレゼントはマイ箸とさせていただき

ました。その製作には佐野学園の障害者園児にお願いす

ることによって、実践躬行の範として示していきたいと

思います。

　今年度のテーマは「２０年の生業を基に、仲間を増や

そう」でありますが、そのひとつが来年１月２５日（日）

開催予定のＩＭでのテーマを「会員増強」とさせていた

だいたことであります。原点に戻り「仲間を増やそう」

を７クラブのロータリアンで真剣に勉強していただき、

我がクラブも現行のメンバーから目標であります３人増

強を前期中に達成することを望みます。もうひとつが「２

０年の生業を基に」来年６月７日（日）に「クラブ創立

２０周年記念式典」が開催されます。三島南ロータリー

クラブが「せせらぎ三島ロータリークラブ」へ、例会場

も三島グランドホテルから「ブケ東海三島」へ変更とな

りました。全てが新しくなった今、新たな出発として進

んで行きたいと思います。

　前年度のＣＬＰに関しましては、今に時代にマッチし

た制度だと理解しておりますので、本年度も継続いたし

ます。

　多事多難の節目の年、冷汗三斗の会長を盛り上げてい

ただき、この難局を皆様方のご協力をいただきながら全

うしたいと考えております。どうぞよろしくお願い申し

上げます。

１．クラブ計画書及び会員名簿を皆様方に配布致しま

　　した。

　　間違いがありましたら　幹事まで御連絡下さい。

２．ＲＩ会長主催会議　会員増強

　開催日　平成２０年７月７日　月曜日

　会　場　ホテル グランパシフィック メリディアン
　プログラム

　　　　　９:３０－１７:００ 開会　会議
　　　　１７:００－１７:３０ ＲＩ会長と写真撮影
　参加者：兼子、澤田、野中、大房、矢岸、鈴木

３．親睦例会　送迎バス

　　　楽寿園北口　　大房、野中

　　　広小路駅　　　西原、山口辰

　　　みずほ銀行　　太田

　　　保坂店前　　　保坂、石井邦、金澤

４．欠席届について

　　欠席者は前日の１７時までに、ブケ東海三島まで

　　連絡お願いします。

５．本日　例会終了後　この場所で　理事・役員会を

　　開催します。



大房正治君：いよいよ２０年度が始まりました。冷汗三斗

の会長を一年間よろしくお願いいたします。

遠藤正亀君：例会場がブケ三島になりました。すみやかな

例会進行ができますようにご協力お願いします。

兼子悦三君：今日から大房年度。幹事共々一年間がんばっ

てください。内部を結束することが役目です。私も今日か

らガバナー補佐として初回の挨拶に裾野ロータリーに行っ

てきました。

澤田稔君：新年度。大房会長、鈴木幹事、各理事、役員、

２０周年記念の片野実行委員長、ＩＭの中村実行委員長、

ご健闘をお祈り申し上げます。

鈴木政則君：一年間、よろしくお願いします。

土屋巧君：大房会長・鈴木幹事、一年間よろしくお願いし

ます。私も赤いタスキの一年生でがんばります。

中村徹君：大房会長、鈴木幹事、これから一年頑張って下

さい。ＩＭも頑張りますので、皆様よろしくお願いします。

西原克甫君：大房会長、鈴木幹事年度の船出です。一年間

頑張って下さい。

古屋憲男君：芸者応援団に入会しませんか？

 本日、申込の方に６日に行われるあやめ祭りにお一人様
ご招待いたします。

古屋憲男君：テーブルに置いてあるブケ東海三島で行われ

るビール祭り、よろしくお願いいたします。テーブル会に

活用等はどうでしょうか？その節はボイスＱ企画日をよろ

しく！

保坂国夫君：大房会長・鈴木幹事、一年間よろしくお願い

します。また、本日ご入会の長島さんをよろしくお願いし

ます。

山口辰哉君：新年度です。みなさまよろしくお願いします。

大房会長・鈴木幹事、頑張ってください。

日    　時：平成２０年７月４日（金）
　　　　　　１９時３０分～２０時３０分

場    　所：Ｂテーブル
出　席　者：大房　山梨　澤田　古屋　渡辺　矢岸

　　　　　　西原　鈴木　中村　兼子　片野　保坂

　　　　　　野中　小林　宮澤　遠藤　中山

司　会　者：鈴木

■審　議　事　項■

１．ミセス・アモーレ（ハンドベル）について

　　大房会長より今後も継続をお願いしたいことを前提

　　にメンバー増強、及び維持管理について審議された。

　　現在当会員メンバー婦人６名、西クラブ会員メンバ

　　ー婦人２名、宇都宮さんの計９名

　　当クラブからクラブ管理委員会の事業費として年

　　１０万円計上されている。

　　　イ、メンバー増強及び維持について

　　　ロ、維持運営費について

　　　ハ、現在保有されているベルは１オクターブ、２

　　　　　オクターブの２種類で演奏には３オクターブ

　　　　　のベルも必要で毎回先生から借りている。

　イ、ロ、ハ、について各理事、役員からいろんな意見

や質問が出たが、会長、幹事が、ハンドベルメンバーに

現場意見を聴き、再度８月の理事役員会にて審議を行う

事にした。

２．例会　出欠席について

　今年度は、例会ごとに鈴木幹事の方で三週間後までの

出欠席を取、出席率の向上を図り、また食事代の無駄を

なくす為、出席人数分しか食事を頼まない。ちなみに前

年度は４０万円残り、親睦の家族会の経費に足した。

鈴木幹事：出欠席は毎例会ごとに三週間後まで取ります

が、例えば二週後,三週後欠にしていたが,予定が立ち例
会に出席できるようになった場合 一週後の例会のときに、
その一週後、二週後の例会に参加と印をしていただけれ

ば良いのです。また一週後の例会に欠席としていたが、

予定が立ち例会に出席が出来るようになった場合は例会

前日までに連絡をいただければ食事の用意は出来ます。

ただし当日の場合には食事の用意は出来ません。

大房会長：ゲストの場合は問題ないと思いますがビジタ

ーの場合は食事の用意が出来ないのでＳＡの方の食事を



①会員増強　純増３名以上

②前年度のＣＬＰ（クラブリーダーシッププラン）の継承

③前年度からの継続事業である、３月鎌倉古道周辺にもみ

　じの植林（植林事業の一環として１０月の第５例会日を

　変更）子供たちと一緒にどんぐり・椎の実・栗等を拾い、

　各自持ち帰ってその実を育て、自分の名前をつけて苗木

　にして戻す。

　　森の育成に必要な広葉樹、保水・治水・目の保養等自

　然への環境に関心を持っていただく。

④環境に関心を持っていただくため、会員の誕生日プレゼ

　ント・お客さまへの土産としてＭＹ箸を、佐野学園の障

　害者に作ってもらう。

⑤２１年１月２５日（日）東レ研修センターにて、イン

　ターシティー・ミーティング中村委員長を中心に実施。

⑥２１年６月７日（日）片野委員長を中心に「創立２０周

　年記念式典」を実施。

⑦２０年９月１２日（金）静岡県教育委員会に特別講師を

　お願いしました。地域おける「人づくり」の視点で、大

　人が地域の青少年に積極的に関わりを持つことが、青少

　年の健全育成に寄与すると考え、「地域の青少年声掛け

　運動」および「家庭教育の支援」についての卓話です。

■その他■

①会員相互の親睦を深めるために、月に一度親睦例会を計

　画しました。

②週報をペーパーでも

③タイ放置自転車贈呈式に今年も参加して行きます。

④ミセス・アモーレ、ハンドベルの継続を。

  メンバーの確保等。

まわして頂き１５００円をＳＡ方に食事代として渡す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承　認

　会員の当日出席で食事のない方の取り扱いについては

　再度検討する。

３．そ　の　他

大房会長：会員慶事（誕生月に）今年度は、マイ箸をプ

レゼント品にしたい、またガバナー訪問のときのプレゼ

ントの品にもつかいたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承　認

宮澤親睦委員長：今年度、７、９，１０、２、４、５月

の第３例会は親睦例会の時間を頂いております、カラオ

ケ大会などを取り入れ楽しい例会日と致したいと考えて

いますのでご協力をよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承　認

片野２０周年実行委員長：今月の第４例会は２０周年実

行委員会となりますので次週の例会後準備委員会を行い

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承　認

■幹事挨拶■　　　　　　　　　　幹事　鈴木政則

　本年度は２０周年を迎え、２０周年記念式典・ＩＭと

多難な年度になると思います。

　又、クラブ名の変更及び例会場も新しくかわり戸惑う

事も多いと思いますが皆様方のご協力をよろしくお願い

致します。

　幹事として皆様方のお手伝いが出来る事を心からの喜

びとして、会員一人一人の意見を伺い楽しいクラブにし

ていきたいと思います。そして大房会長の意向が十分に

クラブ内に繁栄される様に頑張って行きたいと思います。

　いたらぬ点が多々あるかと思いますがご支援、ご協力

よろしくお願い致します。

■会員組織委員会■
　　　　　　 委員長　澤田　稔　小委員長　山田定男

　２６２０地区の会員減少は全国でもワースト２という

状況です。１クラブあたりのメンバーは４３．５人とい

うのが全国平均ですが、２６２０地区でもその数字は変

わりません。現在我がせせらぎ三島では、３６名で平均

より約８名少ない状況です。したがいまして、基本的な

ロータリーの奉仕活動、具体的な地域社会へ、または国

際的な奉仕活動、職業奉仕が、人数が足りないというこ

ともあって十分な活動ができておりません。これは財政

的にも非常に厳しいものがあります。逆にもうひとつの

基本である、親睦も楽しさが半減してしまいます。そこ

で大房年度では、一人が一人増強することを目標としま

す。地区協議会のセミナーでも、５０名程度のクラブが

理想的な運営ができ、しかも財政的にも活発な奉仕活動

を進めることができるとのことです。

　今後は２０周年記念事業やＩＭ等多くの事業がありま

す。山田定男君、山上光喜君ともども頑張りますので、

全メンバーの絶大なるご協力をお願いいたします。全員

でせせらぎ三島を活力のある立派なクラブにしましょう。

新しい人に入会していただき、活性化しましょう。楽し

いクラブになると思います。

■奉任プロジェクト委員会■　　　委員長　古屋憲男

　会員数の多いクラブも少ないクラブも、そのクラブの

身の丈に合った奉任プロジェクトの立ち上げが要請され

ています。

　我がクラブは海外に、自転車の贈呈プロジェクトが実

行されており、国内では、平安鎌倉古道への植林など、

すでに発進し本年度も実行が計画されました。

　そこで当委員会の本年度活動は、それら継続事業の実

施と、今後せせらぎ三島クラブとして、将来に向け、ど

の様な事業が出来るかなど、多方面に渡り提案を募り、

メンバー総意のもと、実り有る事業の展開の出来る様、

議論を深めます。



■国際奉仕プロジェクト委員会　事業計画■
　　　　　　　　　　　　　小委員長　根津延和

１．第6回タイ放置自転車贈呈事業をバンコクスリウォン
　　ロータリークラブの協力で２００８年１１月２１日

　（金）にアムナートチャルーン県にて行う。

２．６年継続してきた事業のまとめとして、自転車贈呈

　　を受けたタイの子供達の意見を聞くために作文を募

　　集し、現地で選んでもらった中（２０作品程度）か

　　ら当クラブで作品を選んで表彰する。

３．２００９年以降の国際奉仕プロジェクトの事業につ

　　いて自転車贈呈事業の継続を含めてフォーラムを開

　　催する。

■地域開発奉仕プロジェクト委員会 事業計画書■
　　　　　　　　　　　　　小委員長　小林　勝

　昨年度は、地域開発奉仕プロジェクト委員会の最初の

事業として、鎌倉古道周辺に紅葉を植林致しました。

　この事業は平安鎌倉時代、三島から箱根を越える街道

でありました鎌倉古道に紅葉を植林し、三島市民の憩い

の場（ハイキングコース）として育てていきたいと始め

た事業であります。

　三島市や三島市立北中学校にも協力していただいた事

業でもあり、今年度も会員の皆様の、ご理解を得て是非

とも継続していきたいと思っております。規模について

は、現在調整中でありますが、実施日は３月８日の日曜

日を予定しております。又、この植林事業をするにあた

り、北中の生徒に自然の中での森の役割について理解し

てもらうため「自然学級」を１０月頃、開きたいと思っ

ております。

　北中、特殊学級の生徒が中心になるかと思いますが、

子供と一緒に森の木の実（どんぐり、椎の実、栗　等）

を拾い集め、各自、家に持ち帰り育て苗木にして森に帰

す。こんな自然学級を考えております。

　無論、この事業も、会員の皆様のご協力がなければ行

えません。

　重ねて皆様のご理解、ご協力のほど、よろしくお願い

いたします。

■ロータリー奉仕委員会■　　
　　　　　　委員長　渡邊照芳　小委員長　内田憲一

　ロータリー奉仕委員会の今年度の活動は

１．ロータリー財団の支援

①財団の主な仕事は、財団活動に参加することと資金を

　集めること

②国際親善奨学金の学生募集

③補助金については、奉仕プロジェクト委員会と協議し

　て決める

④・ロータリー財団寄付は、今年度もクラブ年次寄付１

　　人１００ドル

　・恒久基金への寄付のベネファクター

　・使途指定寄付　ポールハリスフェロー

　これら三つの寄付金の行方が教育的分野では、国際奨

学金でありＧＳＥへの活動、また、人的分野では、地区

補助金でありポリオプラスパートナーでの活動でありま

す。

　今年度は財団の活動をもっとクラブの皆様に理解して

いただき、協力をお願いしたいと思います。

２．米山奨学事業、米山梅吉記念館については運営委員

　　会に協力していきたいと思います。

■広報委員会■　　　　　　　　委員長　矢岸貞夫

　本年度は、２０周年記念およびＩＭ担当でありますの

で多くの広報活動をしてまいりたいと思います。ロータ

リー内広報、ロータリー外広報から掲げられた内容を全

面的にサポートし、協力していきたいと思います


